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留意事項

● 本稿は黒田武彦氏が執筆した『日本の天文学の百年（pp．245-248）』と『公開天文台白書2

006（pp．7-10）』について、参考文献の追加、一部の文言や表現の加筆・修正を行ったもので

ある。

● 原則、望遠鏡の一般供用が始まった年を記載している。

● 原則、望遠鏡は〇〇cm屈折/反射望遠鏡（メーカー）と記載を統一している。

● 本文中の年表記については、西暦のみとする。

● 望遠鏡メーカーについては、下記の通り略称を使用している。

○ 旭精光研究所→アスコ

○ 株式会社エルデ光器→エルデ

○ 株式会社五藤光学研究所→五藤光学

○ 株式会社高橋製作所→タカハシ

○ 株式会社ニコン→ニコン

○ 株式会社西村製作所→西村

○ 日本光学工業株式会社（現在の株式会社ニコン）→日本光学

○ ミカゲ光器研究所→ミカゲ

○ 三鷹光器株式会社→三鷹光器

○ 三菱電機株式会社→三菱電機

● 誤りがあればご指摘頂けますと幸いです。改定稿については適宜、JAPOS回報係を通じて差

し替えを実施します。

改訂記録

2025年11月21日 日本公開天文台協会の会員向けに公開

2026年5月1日 会員へ回覧し、各種修正を実施。確認済みの版を公開
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(1) 黎明期の公開天文台

わが国に望遠鏡が初めて伝来したのは1613年、イギリス東インド会社の船長から徳川家康に献上さ

れた際である1。望遠鏡の発明は1608 年頃とされるので2、これはかなり早い伝来であったといえる。し

かし望遠鏡は天体観測のためのものではなく、戦略的な道具として位置づけられていたようである。

天体観測に本格的に利用され始めたのは江戸後期、麻田剛立（あさだごうりゅう/1734-1799）3門

下の間重富（はざましげとみ/1756-1816）4や高橋至時（たかはしよしとき/1764-1804）5などの活躍

の時期である6。望遠鏡の製作者も泉州貝塚（現大阪府貝塚市）の岩橋善兵衛（いわはしぜんべえ／17

56-1811）をはじめ、反射望遠鏡製作の国友藤兵衛（号:一貫斎/1778-1840）など7数多く輩出した。

この時期に天文台として著名な施設には、幕府天文方が観測に利用した浅草司天台（浅草天文台）が

ある8。もちろんこの時期、観測が公開されていたわけではない。また、当時の日本の天文台は現代の

我々が思い浮かべるようなドーム状の回転屋根を持つ天文台ではなく、5m程度の高さに土を盛った上

部が平坦な露台であり（浅草天文台の露台は高さ10m近いと伝えられる）、その台上に渾天儀や象限

儀などの観測機器を据えた。まさに天文“台”であった9。

1917年に創立された日本光学工業株式会社（現ニコン株式会社）は、国産初の小型屈折望遠鏡の

製造を1920年に開始した10。野尻抱影（1885-1977）は1928年に4インチ望遠鏡の1号機を購入11、

自宅で観望会を開催したという12。

一方、関西では熱心な天文愛好家の思いが、”天文同好会”（現在の東亜天文学会）の結成を促し

た。「アマチュア天文の父」と称される13京都帝国大学教授・山本一清（1889-1959）の尽力によるもの

で、1920年1月の創設である（山本は当時助教授）。

日本初の据え付け型望遠鏡を備えた公開天文台が創設されたのは1926年である。地元倉敷の熱

心な天文愛好家であった水野千里が奔走し、山本一清が講演会に招かれ、天文講話の中で民衆天文

台の必要性を説いた14。これが倉敷紡績（現在の倉敷紡績株式会社）専務の原澄治（1878-1968）を

動かし、寄付を受けて32cm反射望遠鏡（ホルランド社カルバー鏡）15を擁する倉敷天文台（岡山県）が

創設された16。初代台長は山本であった。彗星の発見で有名な本田實（1913-1990）は1941年に入

台、後に天文台主事として長く携わった17。当初より一般市民に公開を標榜して設立された倉敷天文台

は、まさにわが国の公開天文台第一号である。

1921年18、実業家・政治家の藤井善助（1873-1943）は私財を投じ、滋賀県大津市19に16cm屈折

望遠鏡20を擁する藤井天文台を開設した。その後、1936年からは毎月第2日曜日に一般公開され、19

32年に東亜天文協会（1932年に天文同好会から改称）の普及活動にも利用されたようだが21、残念な

がら現存していない22。

また、山本の指導で 1937年に完成した大阪市立電気科学館（現大阪市立科学館／大阪府）は、わ

が国初のプラネタリウム設置で知られているが、望遠鏡導入も遅くはなかった。京都帝国大学（現京都

大学）にあった中村要（なかむらかなめ/1904-1932）23研磨の25cm反射望遠鏡を木辺成麿（きべし

げまろ/1912-1990）24がカセグレン式に改修して 1940年に移設、観望会にも利用されたが戦災で焼

失した（鏡だけは残ったようだ）。

東京では上野の東京科学博物館（現国立科学博物館／東京都）が1931年の新館（現日本館）竣工

に合わせて20cm屈折望遠鏡（日本光学）を設置し25、毎週観望会を開催して好評を博した26。鈴木敬

信（1905-1993）、藤田良雄（1908-2013）、古畑正秋（1912-1988）、村山定男（1924-2013）、小

山ひさ子（1916-1997）、西城惠一（1949-）、洞口俊博（1960-）らが在籍した27。

また山口県立教育博物館（現山口県立山口博物館／山口県）では、1941年に10cm屈折望遠鏡（五

藤光学）をスライディングルーフ内に設置し、市民の天体観望に供した28。

以上のように、20世紀の前半は公開天文台の数はごく限られており、様々な場での観望会を含めて

も一般の人々が望遠鏡で天体を眺めるというのは特別なことがらであったと言えよう。
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(2) 戦後の静かな天文台ブーム

敗戦の虚脱状態がまだ癒えぬ中、地域振興の目玉として、各地で博覧会が催された。この時期、これ

らの博覧会パビリオンの一つとして天文台が作られ、それが後の公開天文台設立の契機となる事例が

見られた。

1950（昭和25）年、北海道内で戦後初の博覧会となった北海道開発大博覧会の特設館として旭川

市天文台（北海道）が建設された29。15cm屈折望遠鏡（五藤光学）を備え、1963年以降は旭川市青少

年科学館の付属施設となり30、2005年の科学館リニューアルまで活動を続けた31。自治体運営で天文

台と名の付いた最初の施設である32。元々旭川は旭川天文同好会（1948年創立）を中心に熱心なアマ

チュア天文家が多く、創設に協力的であったようである33。

1951年には、近畿日本鉄道が生駒山山上に60cm34反射望遠鏡（トムキンス）を設置した生駒山天

文博物館（奈良県）を開設し35、市民の観望に供した。

この頃、公開天文台36の増加傾向が見られる37。横浜市の野毛山天文台に設置された望遠鏡は、

元々は1935年に萑部氏により神戸市の六甲星見台に設置されていたものである。これが1949年に大

阪のデパートに売りに出ていたのを横浜市が購入し、五藤光学でのメンテナンスを経て、横浜貿易博覧

会の一部として野毛山の第一会場の最高部に46cm反射望遠鏡を設置した38。博覧会終了後は1951

年の野毛山遊園地の天文館にて利用されていた。利用者減少により1955年に閉鎖した。1958年に横

浜学園高等学校に設置の後、現在は天体望遠鏡博物館へ収蔵されている39。

静岡県立図書館葵文庫では、1946年静岡県立中央図書館葵文庫に清水眞一（1889-1986）によ

り10cm屈折望遠鏡（五藤光学）が寄贈された40。1963年頃まで使用されていたが、1965年頃に葵文

庫の移転計画もあり、この望遠鏡は静岡県立児童館（自図オカケン）に移された41。1949年には防府市

立図書館書庫（山口県）の屋上に10cm屈折望遠鏡が設置された42。

福井市立郷土博物館の屋上に設置された天文台は福井市足羽山公園に1952年4月に設置され43、

15cmの屈折望遠鏡（五藤光学）を有する44。現在は、福井市自然史博物館（福井県）の一部として運用

されている45。1985年には主要望遠鏡が一新され、20cm屈折望遠鏡が導入された。

他にも、岡山第一天文台（岡山県）では20cm反射望遠鏡が、主に学校教育用に公開されていた46。

また1958年には札幌の中島公園で北海道大博覧会が開催され、雪印乳業が天文台を寄贈した47。

現在も札幌市天文台（北海道）として親しまれているが、当時は東京光学のレンズを使用した府中光学

の20cm屈折望遠鏡であった。現在は五藤光学20cmとなっている。

それより先、1954年には富山産業大博覧会が開催され、40cm反射望遠鏡（西村）が公開された。1

956年に富山市呉羽山に新設したドームに移設し、富山市天文台（富山県）が活動を開始した。

一方、新しい視点で普及活動も始まっていた。名古屋市の東山公園一帯で開催された「こども天国

博覧会」のパビリオンの一つだった東山天体館を、天文知識の普及のためとして名古屋市が買い入れ、

1952年3月に名古屋市東山動物園の一角に15cm屈折望遠鏡（日本光学）を擁する東山天文台（愛知

県）が公開された。これは公立の天文台としては、旭川市天文台に次ぐ2番目の設立である。この望遠

鏡は1962年にオープンした市立名古屋科学館へと引き継がれ、現在も名古屋市科学館天文館で展示

されている48。

さらには市民天文台として1955年2月に誕生した仙台市天文台（宮城県）は、市民の寄付と市の補

助で当時の公開天文台として国産最大級の41cm反射望遠鏡（西村）を設置した49。初代天文台長とな

った東北大学理学部教授・加藤愛雄（1905-1992）50の教育にかける情熱が実現したものでもある。

翌年には市の直営となり、1979年には41cm反射望遠鏡（三鷹光器）の望遠鏡に入れ替わり、2008年

の移転・リニューアル時に130cm反射望遠鏡（西村）が導入された51。

また、1948年に金子功が愛知県豊橋市の自宅に自作の15cm反射望遠鏡を有する金鈴観象台とし

て観察会活動を始め52、1953年には隣接地に自作の30cm反射望遠鏡を設置した豊橋向山天文台

（愛知県）を開設した53。金子功の私設天文台であったが、移動天文車「走る天文台」で全国を回るなど
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全国の学校団体をはじめとする天文学習、文化交流に大きな役割を果たした54。この自作の30cm反

射望遠鏡は1972年に東栄町に寄贈され、廃校となった御園小学校跡を活用した東栄町御園天文科学

センター（愛知県）が発足した（1992年閉鎖）55。一方、金子功の自宅となった「御園高原自然学習村」

には十数機の自作天体望遠鏡がスライディングルーフ等に設置され、金子天文台として多くの学生、天

文ファンが天体観測に訪れた56。1994年には近隣地に60cm反射望遠鏡（アスコ）を擁するスターフォ

ーレスト御園（東栄町森林体験交流センター／愛知県）が設置され、志が受け継がれている57。

また、1951年8月には岐阜天文同志会の要望により、軍用気象観測所（防空監視所）を改築し、会員

所有の観測機器を整備した岐阜金華山天文台（岐阜県）が開設され、坂井義雄が運営に尽力した。22

cm反射望遠鏡（自作・鏡面は堀井氏）を有している58。

(3) 屈折望遠鏡全盛期

1960年代に入り、各地に科学館や青少年関連の施設が建設され、その付属設備として天文台が造

られていった。

運用上の扱い易さからか、屈折望遠鏡の導入が盛んで、この時期に日本光学や五藤光学の15cmを

設置した施設は10ヵ所以上にのぼる。代表的な施設としては1960年、東経135度子午線上に東独ツァ

イス製プラネタリウムと日本光学15cmを備えてオープンした明石市立天文科学館（兵庫県）がある （1

995年の阪神淡路大震災により故障し、1998年に40cm反射望遠鏡（西村）に入れ替え ）。

日本光学20cmを設置したのは私立駿台学園（1965年／東京都）、静岡県児童会館（1966年 ／1

973年静岡市へ移管、2003年閉館、現静岡科学館「る・く・る」／静岡県） 、山口県立山口博物館（19

67年／山口県） 、福岡市立少年科学文化会館（1971年／福岡県）、1976年に坂井義雄私営で始まっ

た岐阜県清見村の斐太彦（ひだひこ）天文処（1987年ころ設置 、1986年より公営の飛騨プラネタリウ

ムとして営業後、2023年3月閉鎖 ／岐阜県）などである。また、五藤光学20cmを設置したのは、民間

の日本平観光天文センター（1961年／1980年閉鎖／静岡県） 、神奈川県立青少年センター（1962年

／神奈川県）、釧路市青少年科学館（1963年／2005年1月閉館／北海道、後身は釧路市こども遊学

館）、宇部市勤労青少年会館（1967年/2023年閉館／山口県） 、北九州市立児童文化科学館（1983

年／2021年12月閉館、現北九州市科学館／福岡県） 、稚内市青少年科学館（1974年／北海道） な

どである。

さらに国産最大級の五藤光学25cmが、京都市青少年科学センター（1969年／京都府）、香川県立

五色台少年自然の家（1971年、現在は天体望遠鏡博物館で稼働 ／1997年西村製62cm反射に入

替え ／香川県）、日本光学25cmが、岐阜天文台（1971年設立 岐阜市柳津町／岐阜県）に導入され

た。

反射望遠鏡は少数ではあり、国立科学博物館（東京都）には60cm反射望遠鏡（日本光学）が設置さ

れた（1973年）。

(4) 公開天文台の設置ラッシュ

1980年代の日本はバブル景気とも呼ばれる経済成長の結果、自治体が比較的裕福な状態となった

だけでなく、政府の自ら考え自ら行う地域づくり事業（通称ふるさと創生事業／1988-1989）59、さら

にはハレー彗星（1P/Halley）の回帰（1986年2月）60という要因が重なり、宇宙天文関係の施設が数

多く設置された。特に80年代半ばから公開天文台が飛躍的に増加し、その大型化が目立つようになっ

た。

1981年には札幌市青少年科学館（北海道）61、新潟県立自然科学館（新潟県）62に60cm反射望遠

鏡（五藤光学）が相次いで導入された。また五藤光学から高知県に60cm反射望遠鏡が寄贈され63、1

981年3月に高知県立芸西天文学習館（芸西天文台／高知県）が完成し、関勉が観測や指導に携わっ
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た。2008年には70cm反射望遠鏡（西村）に入れ替え64、60cm望遠鏡は海外の大学へ寄贈された
65。1982年には40cm反射望遠鏡（三鷹光器）が川崎市青少年科学館（神奈川県）の本館竣工に伴い

設置された。

アマチュア天文家の同好会や研究会が自前の天文台を設立し始めたのはこの前後のことであるが、

特筆すべきは熊本天文研究会が1982年に県民の募金により公開天文台を設立したことである66。熊

本天文研究会はこの時に熊本県民天文台（熊本県）と名称を変更し、2003年にはNPO法人となった。

1993年に現在の場所へ移転67、2016年熊本地震で41cm望遠鏡が破損し68、一般の方やライオンズ

クラブからの募金により40cm反射望遠鏡（西村）の寄贈を受け69、公開観望会を続けている。

1996年に設立された南阿蘇ルナ天文台（熊本県）は、82cm反射望遠鏡（ミカゲ）を擁するペンショ

ン付属の施設であるが70、この熊本県民天文台の活動の精神が根底に生かされている。

また、日本の天文学界では世界に伍する大型望遠鏡の計画が始まった頃であり71、そのテストケース

として製作された75cm主鏡をもつ法月技研の経緯儀式望遠鏡72が駿台学園北軽井沢一心荘（1984

年／群馬県）73と日原町立日原天文台（1985年 / 現在の津和野町立日原天文台／島根県）74に設置

された。磯部琇三の指導によるものであり75、60cmを超える大型望遠鏡を有する公開天文台の幕開

けとなった。

市立名古屋科学館（愛知県）は多くの方が利用しやすい街中にこそ大口径の望遠鏡をと1985年に6

5cm反射望遠鏡（三鷹光器）76を、民間のダイニックアストロパーク天究館（滋賀県）が1987年60cm

反射望遠鏡（西村）77を、栃木県子ども総合科学館（栃木県）が1988年に75cm反射望遠鏡（法月技

研）78を導入し、同年、中小屋天文台「昴ドーム」（宮崎県）に60cm反射望遠鏡（昭和機械）79が、1989

年しょさんべつ天文台（北海道）には65cm反射望遠鏡（三鷹光器）が導入された80。

1990年には多くの天文台が設置され、尾鷲市立天文科学館（三重県）が81cm反射望遠鏡（旭精

工）を81、兵庫県立西はりま天文台公園（現在の兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 天文科学センタ

ー ／西はりま天文台／兵庫県）に開館に合わせ60cm反射望遠鏡（西村）を設置82、宇根山天文台（広

島県）が60cm反射望遠鏡（西村）83、西美濃天文台（岐阜県）が60cm反射望遠鏡（昭和機械）84、50

cm反射望遠鏡（三鷹光器）が鹿児島県出水市青年の家に、といったようにこの頃には口径60cmクラ

スの望遠鏡が珍しくはなくなった。

なかでも特筆すべきは 、従来はほとんどの公開天文台で重視されなかった研究活動の重要性を意

識して設立されたのが兵庫県立西はりま天文台公園であった。この方向性は、以後に設置される公開

天文台のあるべき姿に一石を投じたことは間違いない。

(5) 大型化に向かう望遠鏡

20世紀最後の10年は、公開天文台の望遠鏡の大型化が加速した時期であったといえよう。相変わ

らず口径60cmクラスの建設ラッシュは続き、1991年以降10年間で、このクラスの望遠鏡を持つ公開

天文台は20施設以上増加した。

1990年（施設全体の開園は1993年）には福井県自然保護センター（福井県）が80cm反射望遠鏡

（西村）を設置し85、1991年4月に完成した小川天文台（長野県）には坂井義雄自作の60cm反射望遠

鏡が設置された86。1992年4月に開館した姫路市宿泊型児童館『星の子館』（兵庫県）が90cm反射望

遠鏡（ミカゲ）を導入871993年6月ににしわき経緯度地球科学館（兵庫県）が81cm反射望遠鏡（ミカ

ゲ）を88、1993年に美星天文台（岡山県）が101cm反射望遠鏡（法月技研）89を設置した。また、1993

年7月には名古屋市が既存の街中の市民天文台と組み合わせる形で、大型宿泊施設である名古屋市

民御岳休暇村に60cm反射望遠鏡(アスコ)を擁する天文館を設置している。1994年にはさじアストロ

パーク（鳥取県）が103cm反射望遠鏡（三鷹光器）90、1995年にはみさと天文台（和歌山県）が105cm
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反射望遠鏡（西村）91、綾部市天文館（京都府）が95cm反射望遠鏡（ミカゲ）92、1996年にはかわべ天

文公園（和歌山県）が100cm反射望遠鏡（三鷹光器）93、1997年にはディスカバリーパーク焼津（静岡

県）が80cm反射望遠鏡（法月技研）、富山市天文台が100cm反射望遠鏡（コントラベス／富山県）94

を設置した。さらに、1998年にりくべつ宇宙地球科学館（銀河の森天文台／北海道）が115cm反射望

遠鏡（コントラベス）95、1999年には那賀川町科学センター（現在の阿南市科学センター天文館／徳島

県）が113cm反射望遠鏡（西村）96、そして群馬県立ぐんま天文台（群馬県）が150cm反射望遠鏡（三

菱電機）97を導入し、口径100cm超も珍しくなくなった。

21世紀に入り、2000年に閉所された旧国立天文台堂平観測所より譲渡された91cm反射望遠鏡

（日本光学）98が、2005年ときがわ町星と緑の創造センター（埼玉県）の公開用望遠鏡となり一般観望

が開始された99。また2004年には国内最大、公開施設では世界最大級となる200cm反射望遠鏡（三

菱電機）が兵庫県立西はりま天文台公園に設置された100。さらに2006年、国立天文台は研究観測の

みならず、一般公開を含む広報普及にも使用する105cm反射望遠鏡（西村）101を石垣島天文台（沖縄

県）に設置した。また、2011年に名古屋市科学館が新館として全面リニューアルし、80㎝反射望遠鏡

（三鷹光器）が設置された。

公開天文台の増加と望遠鏡の大口径化に伴い、撮像用冷却CCDカメラ、可視分光器、近赤外線カ

メラ等、研究にも十分対応できる観測機器を所有する施設が増えてきている102。

(6) 時代の荒波の中で

望遠鏡設置数がピークを迎えた1990年代前半は、バブルが崩壊し景気の低迷が始まった時期でも

あった。1993年に20を超えた、年毎の望遠鏡設置数は、1994年より減少傾向に転じ、2002年以降

は一桁前半で推移している103。また1990年代から2000年代半ばにかけて推進された市町村合併に

より、設置主体が変わった公開天文台もある104。

さらに、2003年には地方自治法の一部を改正する法律により、公の施設に対する指定管理者制度

が導入され、市町村の直営であった施設が指定管理者の運営に変更された例もある105。仙台市天文

台（宮城県）のようにPFIの手法で指定管理者にリニューアルが委託された例もある106。2008年12

月、日本公開天文台協会は、日本天文学会、日本プラネタリウム協議会、天文教育普及研究会と共に、

共同声明「天文教育施設の機能と役割を果たすために」を発出し、天文教育施設設置者に対して、「事

業を円滑に進めるのに欠かせない長期的な視点を保障するため、継続性の確保を図る」ことと、「天文

教育施設の機能と役割を維持するため、専門知識と経験を有する職員を適正に配置し、その専門性の

維持・向上に格段の配慮を行う」ことを要望した107。

こうした状況下で、2008年、仙台市天文台が移転・リニューアルオープンを機に、130cm反射望遠

鏡（西村）を設置（前述）、大田原市ふれあいの丘（栃木県）には65cm反射望遠鏡（三鷹光器）を備えた

天文館が開館した。また北海道名寄市では、1973年12月に木原秀雄（1911-1993）によって開設さ

れ、1992年に名寄市に寄贈された木原天文台（2010年３月閉台）の活動を引き継ぎ、北海道大学と名

寄市が協定を締結し施設内に北海道大学160cm反射望遠鏡（西村）を置く108、なよろ市立天文台（北

海道）が2010年に開台した109。この160cm望遠鏡は一般にも公開されている。熊本県阿蘇郡産山村

では、地元中学校3年生が子ども議会で天文台設置を提案したのをきっかけに、村内で観測していた

グループから望遠鏡を譲り受けて25cm反射望遠鏡（タカハシ）を備えたうぶやま天文台（熊本県）がオ

ープンしている（現在は台湾GSO社の40cmリッチークレチアン鏡に換装）110。

その一方で、かわべ天文公園（2014年休止／和歌山県）111、富山市天文台（2021年廃止／富山

県）112、眺海の森天体観測館・コスモス童夢（2024年閉館／山形県）113など休止・廃止、あるいは縮小

という厳しい事態も発生している。

しかし、リニューアルや建て替えを行う施設もあり、2022年4月には北九州市科学館（スペースLAB

O／福岡県）が開館に合わせ、50cm反射望遠鏡（五藤光学）を設置している114。
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公開天文台の価値、存在意義が、公開天文台の業界に改めて問われていると言えよう。

1
・渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第５章（望遠鏡の歴史）、p.573-574.

外蕃通書を引用：英国東印度会社の派遣したジョン・セーリスで、グローブ号船長として慶長18年５月４日平戸に着き、８

月２日駿府に着し、８月４日家康に謁し、その際献上した品物の中に、銀台鍍金の筒入望遠鏡一個とある。(慶長18年8

月4日--> 1613年9月18日)

・村山定男『わが国の望遠鏡の歩み』財団法人科学博物館後援会、1964年、p.14. 

通行一覧（巻252）やジョン・セーリスの日記を引用し、「英国船長は英国東印度会社が派遣したキャプテン・ジョン・セー

リスで・・・、その日記によれば家康に会ったのは1613年９月18日（慶長18年８月４日）、献上品の中には銀台鍍金の筒入

望遠鏡一個及び虫眼鏡一個もあったという」とある。

・中村 士『東洋天文学史』丸善出版、2014年、第７章、p.135-136.

駿府記、セーリスの日記を引用し、「1613年（慶長18）、英国東インド会社の艦隊が、英国国王の国書を携えて長崎の平

戸へ来航した。艦隊長官だったジョン・セーリスは、・・・」とある。

・中村 士「江戸時代前期の日本望遠鏡」、『科学史研究』第54巻第274号（2015）、135-140頁.

「英国東インド会社の船長ジョン・セーリスが、銀製の架台に乗った金箔張りの望遠鏡を、駿府に隠居していた徳川家康

に献上したことが日本と英国の文書に記録されている」とある。

・（その他）外蕃通書（近藤正斉）、通航一覧（林復斎）、駿府記、日本渡航記（J.セーリス，村川堅固訳，1944年）
2・A. König著、東條四郎訳『望遠鏡と測距儀』コロナ社、1944、第４章, （p.268-275）.

・H.C.King, The history of the telescope, (Dover, 1979), Chapter Ⅱ（p.25-33）.

・Louis Bell, The telescope, (Dover, 1981), Chapter Ⅰ, （p.1-7）.

・吉田正太郎『望遠鏡発達史（上）』誠文堂新光社、1994、第２章、（p.32-39）.

いずれの文献も、発明者と発明年の断定を避けている（やや曖昧にしている）。

・村山定男『わが国の望遠鏡の歩み』財団法人科学博物館後援会、1964年、（p.1）. 

「望遠鏡の発明者が誰であったのか明らかでない。オランダのミッテルブルグの眼鏡師ハンス・リッパーシー（リッペルス

ハイ、リッペレイなどいろいろに読まれている）なる人が1608年ころはじめて製作したものだという説が有力である

が、・・・必ずしも確実でない。・・・。少なくともかなり実用となるものが作られ、用いられはじめたのは17世紀のはじめ、オ

ランダにおいてであると思われる」とある。

・中村 士「江戸時代前期の日本望遠鏡」、『科学史研究』第54巻第274号（2015）、135-140頁.

「一般に、ハンス・リッパヘイが発明したとされることが多いが、複数の眼鏡職人がほぼ同時期に考案したのが真実らし

い。」とある。
3 麻田剛立（1734-1799：Wiki、近世日本天文学史(上)p.167, p.199）
4 間 重富（1756-1816：Wiki、近世日本天文学史(上)p.244, p.256）
5 高橋至時（1764-1804：Wiki、近世日本天文学史(上)p.209, p.210）
6 天体観測に利用されるようになった時期に関して

・渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第５章、（p.579-598）.

望遠鏡が本邦で製作され、天文観測に用いられたのは上述のように吉宗（在職：1716-1745）であるが、広く使用される

ようになったのは、麻田剛立及びその一統の天文家であった。（p.579）

その他、間重富や高橋至時が観測に使ったような状況もp.579以降に散見される。

それ以前の観測機器の利用についての記述例は（望遠鏡利用の記述は無い）、

・渡辺敏夫『近世日本天文学史（上）』誠文堂新光社、1986.

第４章、p.60.（渋川春海(1936-1715)の使用機器の例）

第６章、p.95、p.120.（宝暦改暦(1755-1770)での西川正休の例(1746頃、簡天儀の利用)）

・渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第５章.

p.578. 「望遠鏡を天文観測に利用した最初の人は八代将軍吉宗(在位1716-1741)であろう」とある。
7 岩橋善兵衛、国友一貫斎の望遠鏡製作について

・渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第５章（望遠鏡の歴史）、p.579-595.

・小林英輔「江戸時代の天文学【10】 岩橋善兵衛」、『天文教育』第21巻第1号（2009）、20-24頁.

・岩橋善兵衛（1756-1811：Wiki、近世日本天文学史(下)p.582-583）

・国友藤兵衛（号：一貫斎）（1778-1840：Wiki、近世日本天文学史(下)p.591-592）
8 ・渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第３章（儀象史）、p.526-548.

  ・渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第２章（日本の天文台）、p.484.
9 渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』誠文堂新光社、1987、第２章（日本の天文台）、p.463-502.
10 （国産初の小型屈折望遠鏡の量産体制年について）

・株式会社ニコン ニコンミュージアム(編)『ニコン100年史Ⅱ』株式会社ニコン、1989年、193-196頁及び224-228

頁. 

・株式会社ニコン ニコンミュージアム(編)『ニコン100年史Ⅰ』株式会社ニコン、1989年、34-36頁.
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※1920年に製作した２インチ・３インチの望遠鏡は、ニコン100年史の年表に記載されているだけで、量産とは言えない

ようである。100年史本文（100年史Ⅰ）に登場するのは1922年に生産した４インチ・６インチの望遠鏡からであり、さら

に「1933年頃には、アマチュア用に２・３・４・インチなどの天体望遠鏡を市販した」とあることから、量産を始めたのは193

3年頃と思われる。
11・野尻抱影『星三百六十五夜』恒星社厚生閣、1977年、93頁. 

「番号101の日本光学４インチ望遠鏡を購入」とある。）

・石田五郎『星の文人 野尻抱影伝』中央公論社（中公文庫）、2019年、133-136頁及び330頁. 

「1928(昭和３)年に番号101の日本光学４インチ望遠鏡を購入」とあり、「第ゼロ号は東宮御所へ献上」とある。

※中公文庫は「石田五郎『野尻抱影 聞書“星の文人”伝』リブロポート、1989年」を底本とし、改題の上文庫化したもの。

誤植訂正・ルビを付記。底本では369-383頁に該当の記述があるようだが未見。

※1928年製造の１号機については、大佛次郎記念館のWebにも記述あり（大佛次郎は野尻の実弟）。https://osara

gijiro-museum.jp/blog/11944

※野尻抱影の自宅観望会の写真は「天文学の百年」(p.246)に掲載あり
12 （自宅で観望会を開催したことに関して）

・望遠鏡工業会のWebの写真キャプションから、1940年に自宅で観望会を実施したことは確からしい。

・野尻抱影の自宅観望会の写真は「天文学の百年」の(p.246)に掲載されている。

・石田五郎『星の文人 野尻抱影伝』中央公論社（中公文庫）の表紙にも同じ写真が利用されている（裏表紙カバー見返し

の写真説明には、「野尻抱影と愛機ロング・トム（1940年）」とある。日本望遠鏡工業会のページhttps://www.jtmas.j

p/gallery/history-related/2021/01/17/188/にも、同じ写真の説明文として「昭和15年9月11日（水）の夜、野

尻抱影宅の中庭で行われた「星を見る会」で、雑誌『キング』編集部のカメラマンが撮影したもの」とある。）
13 「アマチュア天文の父」は、いつ頃に誰が言い出したか不詳。（天文学人名辞典(恒星社厚生閣、 1983)、Wikipedia

には記述なし。WebではＮＨＫ関係で「アマチュア天文学の父」として頻出。）
14 冨田良雄(2024)「星は廻り人は巡り合う―山本一清と大正・昭和期の天文群像―」
15 日本天文学会(2023)「2023年度（第６回） 日本天文遺産 認定理由」『2023年度（第６回）日本天文遺産につい

て』,https://www.asj.or.jp/jp/news/item/heritage2023.pdf
16 牧 美知子(編)『星尋 本田實生誕百年記念誌』クラシキ・クラシック（奨農土地株式会社内）、2013年、109-129頁. 
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